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第５次三次市行財政改革推進計画（案）について（提言） 
 

当審議委員会は，事務局から提出された第５次行財政改革推進計画の原案について，

次のとおり提言します。 
この提言を今後の行財政運営に生かしていただくようお願いします。 

 
【提言】 

・行財政改革の推進に当たっては，職種や任用形態に関わらず職員一丸となって取 
り組むこと。 

・職員一人ひとりが取組項目間の関連性を理解し，行財政改革に取り組むこと。 

・職員一人ひとりが市民の想いに向き合い，自身の業務を見つめなおすとともに， 

利用者の意見を真摯に受け止め，事務効率の向上及び住民サービスの向上をめざ 

し業務改善に取り組むこと。 

・職員の年次有給休暇の取得促進に当たっては，目標が一人歩きしないよう留意し， 

業務改善等により職員が休暇を取得しやすい仕組みを構築すること。 

・業務の実施に当たっては，業務の性質等を考慮した上でデジタル技術の活用や 

民間委託など，最適な手法を用いること。 
 

人口減少や少子高齢化，自然災害の頻発，国際情勢の不安定化など，急激な社会経

済環境の変化により行財政運営は大変厳しい状況におかれています。 
こうした状況であるからこそ，今後の事業の推進に当たっては行財政改革の理念が

欠かせません。 
 三次市長におかれては，新たな行財政改革推進計画に基づき，市民や民間企業，他

自治体などとの共創により，市民のしあわせの実現に向け，行財政改革に取り組んで

いただきたいと思います。 
 この行財政改革推進計画をもとに，三次市のまちづくりを支える行財政改革がさら

に進んでいくことを期待しています。 
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